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２．現状（続き）

強化選手のレベル

①東京2020パラ大会男子3名女子3名出場（女子１名はランキング選出 他５名は開催国枠）

②世界ランキング10位以内の選手 櫻井杏理（35歳カテゴリーBフルーレ4位、エペ3位）のみ

③男子フルーレ団体は東京2020パラで8位入賞、ジャカルタ2018アジパラで銅メダル



３．やるべきこと

【強化選手の国際大会戦績の向上】

【育成選手の増加・強化と大会開催の増加に拠る試合機会の拡大】

【指導者のレベルアップと選手全員を対象にした計画的、効果的な強化プランの開発】

【医科学情報委員会の活用】

【コーチ、審判員、クラシファイヤの増加、レベルアップ】

【理事、委員会メンバー、選手、スタッフの研修機会の増加】

【会員・事務局スタッフの増員】

【効果的な広報活動の構築】



４．マイルストーン

① 強化選手の戦績向上

2024年 パリパラ メダル1個 入賞２

2026年愛知アジパラ メダル2個 入賞２

2028年 ロスパラ メダル2個 入賞３

2030年 アジパラ メダル2個 入賞３

2032年 ブリスベンパラ メダル3個 入賞４

②育成選手の増加と実力向上

現在12名→2025年20名 大会開催と体験会の増加で認知度向上

計画的な指導ができる体制の構築とコーチの増員




